
 

 

さいたま市規則第７７号 

さいたま市学校給食の実施及び学校給食費の管理に関する条例施行規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、さいたま市学校給食の実施及び学校給食費の管理に関する条例

（令和５年さいたま市条例第６号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事

項を定めるものとする。 

（学校給食費の納付期限） 

第２条 条例第４条第２項の規則で定める日は、別表第１の左欄に掲げる期別の区分

に応じ、それぞれ同表の右欄に掲げる日（これらの日がさいたま市の休日を定める

条例（平成１３年さいたま市条例第２号）第１条第１項各号に掲げる休日（以下こ

の条において「休日」という。）に当たるときは、その日後において、その日に最

も近い休日でない日（以下「納付期限」という。））とする。ただし、市長は、特

に必要があると認めるときは、別に納付期限を定めることができる。 

（学校給食費の額） 

第３条 条例第４条第３項の規則で定める学校給食費の額は、別表第２の左欄に掲げ

る者の区分に応じ、それぞれ同表の右欄に掲げる額とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、学校給食を受ける児童又は生徒その他学校給食の提供

を受ける者（以下「児童等」という。）のうち食材に関して特別の配慮が必要であ

ると認められるものの学校給食費の額は、別表第２の左欄に掲げる者の区分に応じ、

それぞれ同表の右欄に掲げる額の範囲内で市長が別に定める額とする。 

（学校給食費の納付） 

第４条 学校給食費負担者は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める額を

納付しなければならない。 

⑴ 別表第１の左欄に掲げる第１期から第８期までの各期 学校給食費の額（前条

に規定する学校給食費の額をいう。以下同じ。）に市教育委員会が定める一の年

度に学校給食を実施する予定の回数（以下「実施予定回数」という。）を乗じて

得た額（以下「年間納付予定額」という。）を１１で除した額（その額に１０円

未満の端数があるときは、これを１０円に切り上げた額。以下「月ごと納付額」

という。）に別表第１の中欄に定める対象月分の数を乗じて得た額 



 

 

⑵ 別表第１の左欄に掲げる第９期 年間納付予定額から月ごと納付額に９を乗じ

て得た額を控除した額 

２ 前項の規定にかかわらず、臨時又は不定期に学校給食の提供を受ける者は、学校

給食費の額に学校給食の提供を受けた回数（学校給食の提供を受けない場合であっ

ても、学校給食費を徴収すべきものとして市長が認めるものの回数を含む。）を乗

じた額を納付しなければならない。 

（学校給食費の調整） 

第５条 一の年度において児童等が学校給食の提供を受ける回数（学校給食の提供を

受けない場合であっても、学校給食費を徴収すべきものとして市長が認めるものの

回数を含む。）が、実施予定回数と異なることとなるときは、当該年度において徴

収すべき学校給食費の額について、必要な調整を行うことができる。 

（学校給食費の減免） 

第６条 条例第５条の規定による学校給食費の減免は、災害等により学校給食費負担

者に学校給食費を納付する資力がないと認められる場合その他市長が特別の事情が

あると認められる場合に行うものとする。 

（学校給食費の還付及び充当） 

第７条 納付された学校給食費に過納又は誤納（以下「過誤納金」という。）がある

ときは、学校給食費負担者（法令その他の定めにより学校給食費負担者以外の者が

学校給食費負担者に代わり学校給食費を支払っている場合には、当該支払を行って

いる者又は学校給食費負担者）に当該過誤納金を還付するものとする。 

２ 前項の規定により還付すべき場合において、その還付を受けるべき学校給食費負

担者に納付期限を過ぎて未納となっている学校給食費又はこれに係る遅延損害金が

あるときは、同項の規定にかかわらず、過誤納金をその学校給食費又はこれに係る

遅延損害金に充当することができる。 

（委任） 

第８条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、令和６年４月１日から施行する。 



 

 

（学校給食費の徴収に関する特例） 

２ 当分の間、別表第２の左欄に掲げる児童又は生徒に対する同表の適用については、

それぞれ同表の右欄中「３１３円」とあるのは「２６０円」と、「３８１円」とあ

るのは「３１７円」と、「３６７円」とあるのは「３１４円」と、「４１９円」と

あるのは「３５５円」とする。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

  附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、令和７年１月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規則による改正後のさいたま市学校給食の実施及び学校給食費の管理に関す

る条例施行規則（以下「改正後の規則」という。）の規定は、この規則の施行の日

（以下「施行日」という。）以後に提供する学校給食に係る学校給食費の額につい

て適用し、施行日前に提供された学校給食に係る学校給食費の額については、なお

従前の例による。 

３ この規則による改正後の規則第４条第１項に規定する額について、市長が必要と

認めるときは、次の各号の規定により算出した額の合計額の範囲内で、施行日の属

する年度において徴収すべき学校給食費の額を調整することができる。 

 ⑴ 令和６年４月１日から施行日の前日までの間に学校給食の提供を受けた回数（

学校給食の提供を受けない場合であっても、学校給食費を徴収すべきものとして

市長が認めるものの回数を含む。以下「既提供回数」という。）にこの規則によ

る改正前のさいたま市学校給食の実施及び学校給食費の管理に関する条例施行規

則第３条に規定する学校給食費の額を乗じて得た額 

 ⑵ 改正後の規則第４条第１項第１号に規定する実施予定回数から既提供回数を除

いた回数に改正後の規則第３条に規定する学校給食費の額を乗じて得た額 

  附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、令和７年４月１日から施行する。 



 

 

 （経過措置） 

２ この規則による改正後のさいたま市学校給食の実施及び学校給食費の管理に関す

る条例施行規則の規定は、この規則の施行の日以後に提供する学校給食に係る学校

給食費の額について適用し、同日前に提供された学校給食に係る学校給食費の額に

ついては、なお従前の例による。 

  



 

 

別表第１（第２条、第４条関係） 

期別 対象月分 納付期限 

第１期 ４月及び５月分 ６月末日 

第２期 ６月分 ７月末日 

第３期 ７月分 ９月末日 

第４期 ９月分 １０月末日 

第５期 １０月分 １１月末日 

第６期 １１月分 １２月末日 

第７期 １２月分 １月末日 

第８期 １月分 ２月末日 

第９期 ２月及び３月分 ３月末日 

備考 ９月分には８月に実施した学校給食に係る学校給食費を含むものとする。 

 

  



 

 

別表第２（第３条関係） 

区分 一食当たりの額 

小学校の児童及び当該児童と同等の学校給食の提供を受

ける者  

３１３円 

中学校の生徒及び当該生徒と同等の学校給食の提供を受

ける者 

３８１円 

中等教育学校前期課程の生徒及び当該生徒と同等の学校

給食の提供を受ける者 

３８１円 

特別支援学校の小学部の児童並びに中学部及び高等部の

生徒（小学部の児童が受ける給食の量に相当する量の給

食を受ける生徒に限る。）並びに当該児童又は生徒と同

等の学校給食の提供を受ける者 

３６７円 

特別支援学校の中学部及び高等部の生徒（小学部の児童
が受ける給食の量に相当する量の給食を受ける生徒を除
く。）並びに当該生徒と同等の学校給食の提供を受ける
者 

４１９円 

備考 

 児童又は生徒が、自らが在籍している区分の学校の以外の区分の学校において給食

の提供を受ける場合であって、当該提供を受ける区分の学校に在籍する児童又は生徒

に適用される一食当たりの額と自らに適用される一食当たりの額が異なるときの当該

給食一食当たりの額は、当該提供を受ける区分の学校に在籍する児童又は生徒に適用

される一食当たりの額と同額とする。 

 


